
　　　平成18年12月15発行

（一財）道路管理センター札幌支部

２０１９年３月　改訂



１．
２．
３．
４．
５．
６．
７．
８．
９．
１０．

 　　平成18年12月15日発行平成18年12月15日初版 １１．
平成18年12月26日改訂 １２．
平成19年1１月12日改訂 １３．
平成31年3月29日改訂（デジタル道路台帳図データから更新） １４．

１５．
１６．
１７．
１８．
１９．
２０．
２１．
２２．
２３．
２４．
２５．
２６．
２７．
２８．
２９．
３０．
３１．
３２．
３３．
３４．
３５．
３９．

その他のライン※２
その他のポリゴン※３
情報管路管路部

その他道路
中心線
距離標（地点標）
踏切
重用
その他のシンボル※１

舗装構成
側溝
自転車駐車場
起点・終点
道路標識
桝（街渠桝・流雪桝・雨水桝）

共同溝
キャブ
地下横断歩道
植樹帯
ガードレール
照明灯

車道
歩道
中央分離帯
自転車道
法敷
幅員

情報管路オフセット・デプス

オーバーレイＮｏ.

３８

７

４１
４３
４７

横断歩道橋
トンネル

５０

情報管路特殊部

リサイクル材

８
１０
１１
１２
１４

２１
２２
２３

ページ

目　　　　次

１
６

橋梁
高架部

１６
１８

道路管理区分
境界杭

２４

１９
２０

３５
３６
３７

３２

４８

３９

２５
２６
２７
２８

【　道　　路　】

４０

※３　ロードヒーティング（車道部・鉄道などのピア・一般歩道部）

※１　雨水マンホール
※２　流雪溝・雨水管

２９
３０
３１

４９



１．

｛H31.3.29改訂（追加）｝

２．
｛H31.3.29改訂（追加）｝

（自）

（自）

●
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●
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○
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○
○
○
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○
○
○
○

○
○

●
●
○
●
○
○

　　愛称名

　　道路形態コード

9019

分類コード

重用区域番号（枠）
〃　　　　（注記）

　　都市計画道路番号

　コード表のとおり

　ＪＩＳコード
　番号体系表のとおり（整数９桁）

9015
9016
9017
9018

　　道路指定・認定日

　　都市計画道路名称

小分類 データ項目

　　道路管理者番号
　　設備種別

設備

注記

図
形

道路区域

路線名

情
報

道路管理区分中分類オーバレイ　No.１

点 形

データ形式
データ取扱い

数 文 面
入力時の運用方法

線

道路台帳図の道路区域線（分類コード９０２５）を面入力する。
属性の種別１は全て確定線として入力する。

●

　　区域決定日

　　道路指定・認定年

道管Ｓ側で自動設定

　　供用開始年
　　供用開始月
　　供用開始日

　メッシュ内連番を設定

コント
ロール

属性

　立体交差区間１　以外０

（コード表のとおり）
＝１

　確定線０　想定線１０
　重用区間以外０　重用区間１０

　　道路指定・認定月

　　延長

　　区域決定月

出力表示形式

　　占用単価区分
　　区間番号
　　交差形態コード

　　データ管理者番号
　　設備番号

　　路線名
　　路線番号

　　区域決定年

　　種別　１
　　種別　２

重用部は道路台帳図に入力されている重用表示より判断し重用フラグをつける。

重用区間表示

重用延長

重用区間線
重用路線番号

〈新規〉

道路区域確定線（４号実線）

道路区域想定線（４号破線）

別紙参照

道路区域

1200 D=○○．○○

重用路線番号（下位）
重用区間線

重用延長重用区域番号と枠

重用コード １０

重用コード １０

1200 D=○○．○○

○○－○○○○

1200 D=○○．○○

○○－○○○○

○○－○○○○

－1－



３． 単位区間割り条件
〈既設〉

・ 交差部、特殊構造物の箇所、重用部　　　　　　　　　　
・ 図郭線
・ 異なる道路管理者の管理区分
・ 車道の舗装種別の変更線
・ 区境

４． 路線名はメッシュ内でその路線を代表する面（区分）に最低１箇所入力する。
また、表示に対して地形編での路線名（地番）との重なりをさけること。　　

５． 路線番号は全管理区分に設定する。

６． 管理区分どうしが接する辺は、隠線表示とする。

７． メッシュ境の微小な面の属性表示方法（路線名称・路線番号・路面種別）は、非表示とする。

｛H31.3.29改訂（追加）｝
更新範囲が交差部にかかる場合は、道路区域図を確認し必要であれば、

８． 引き出し線の１点目は、設備に座標一致させる。
引き出し線は道路管理区分と平行に入力する。
（設備Ａ・Ｂの線上に１の点をのせる。）

破線枠内の道路管理区分を修正する。

削除する。

オーバレイ　No.１ 中分類 道路管理区分

入力時の運用方法 入力時の運用方法

更新範囲が既設道路で交差部に重用フラグが付いている場合、道路台帳図に重用区間を示す
入力が無いときは、道路区域図で区間を確認し、道路管理区分のポリゴン修正と重用フラグを

メッシュ境で引き出し線が図郭内に表示出来ないものは
引き出し線データをダミーで送り属性項目のみ入力する。

○○○○○○○○○道道真駒内篠路線

A

メッシュ境

2 3

1
A B

道路管理区分

メッシュ境

（例）

区域を確認して、ポリゴンを修正する

道路区域

更新範囲

重用コード10

－2－



９． １２．

１０．

１１． 路線名、路線番号が図郭外に出る時は、書き出し位置を反転し図郭内に納める。 １３．
（他の道路にかかってもよい）

｛H31.3.29改訂（追加）｝

特殊構造物（トンネル・橋梁・高架・踏切）も道路管理区分の面データを作成する。

入力時の運用方法

道路管理区分オーバレイ　No.１ 中分類

入力時の運用方法

路線名、路線番号の表示位置は、幅１５ｍ以上は道路内に、１５ｍ未満は道路外に表示する。

ずらして入力する。
路線名、路線番号の表示位置を図郭外に出さないようにする場合は、他の路線名と重ならないように、

図郭近くの路線において路線長が図上2cm以下（目視）は、引き出し線は表示しなくてよい。

図郭

図郭外へ出て
しまう

6
.00

6
.0
0

11.00

4.00

９００１
００１８

７　○
○○○

号線

90
01
00
12
5

900109502

図郭

※表示しない

図郭

図郭

200000
036　一

般国道
３６号線

8.70

8.70

幅１５ｍ以上
幅１５ｍ未満

－3－



１４．

｛H31.3.29改訂（追加）｝

１５．

（１）
（２）
（３）
（４）

Ａ・Ｂそれぞれの面として入力する。

道路管理区分オーバレイ　No.１ 中分類

立体交差部の入力は次のとおりとする。

Ａ・Ｂそれぞれの道路管理区分の属性情報の立体交差形態コード「１」を必ず格納する。

異なる路線の管理区分どうしが平行に一致している場合、この接続しているラインは隠線とする。
（交差点と同じ考え方）

車道、歩道等の入力は道路管理区分Ａ・Ｂに対して入力する。
なお、必ず接続情報を入力する。

入力時の運用方法

道路管理区分の面分割の方法は任意とする。

入力時の運用方法

区域幅員等の表示は各々の区域で入力する。

012345678号線

123456789号線 123456789号線

012345678号線

（注）この隠線と一致する他のポリゴン（車道、歩道等）も隠線とする。

A

B

路線２

路線１

－4－



１） ２）

４）

〈新設〉

｛H31.3.29改訂（追加）｝ １． ５．
〈既設〉

｛H31.3.29改訂（追加）｝

※ 一般国道指定区間外は北海道は該当しない。 ２． ６．

３）

３． ７．

４．

※

東　区 ０３０ 南　区 ０６０

北　区
０６０ ０８１４

手稲区

０７０

一般道道滝野上野幌自転車道線（南区内）
中央区 ０１０ 豊平区 ０５０

０２０ 清田区 ０５５

　国道路線番号一覧表による

一般道道西野白石線（豊平区内） もみじ台歩道１号線（厚別区内）

５３

５４５３ ９２ ０４５ ９２０７５０ ０５０

主要道道札幌環状線（東区内) もみじ台歩道１８号線（厚別区内）

４０ ０３０ ０８０９ ９４ ０４５ ９００１

９９００

区　　　　　　分

　路線番号 ４桁

＜事例＞

一般国道５号の指定区間
※ダブルウエイ

主要市道真駒内篠路線（中央区内）

　指定区間コード

　９５００～９８９９ 　複数区に跨る路線

　９９００～９９９９

３

　主要市道

０００ ０００５ ６０ ０１０２０

中分類 道路管理区分　参考資料（入力原稿図作成仕様より）

３ 　自転車歩行者道 ２ 　９２００～９４４９

　各区単独の一般路線

コード

路線コード

　２級市道 ８

　一般道道 　歩行者専用道

区　分 コード 区　分 コード

７

指定区間

国道及び札幌市路線番号体系道路種別 専用区分

区　　　　　　分 区　　　　　　分

　自転車専用道　　４

５

２

入力時の運用方法

コード

０

４

　０００１～８９９９

　９０００～９１９９

　一般・主要道道

　歩行者専用道

　自転車・歩行者専用

　９４５０～９４９９

　道道路線番号一覧表による

　自転車専用道

指定区間外

　一般国道

　高速自動車道路 １

　自動車専用道　　

　一般道

オーバレイ　No.１

６

９

　主要市道

コード7～9（１級市道、２級市道、その他市道）の判別が出来ないので、道路部幅員２０ｍ以上を

　主要道道

　その他市道

１

０７５０４５

０４０

１級市道、それ以外をその他市道にする。

既設入力のコードをそのまま使用する。

入力時の運用方法

路　線　番　号 路　線　の　区　分

西　区

複数区００は使用せず各区単位で区コードをつける。
地区コード

　１級市道

白石区

厚別区

国道・高速自動車道は、０００とする。

－5－



● １．

｛H31.3.29改訂（追加）｝

（自）

（自）

● 札幌市石標
●

石標

プラスチック杭
○
○ 札幌市金属標
○

金属標

○ 鋲
○
○

２．

３．

４．
｛H31.3.29改訂（追加）｝

５．
区域線からはずれているものは入力しない。
境界杭は、区域線にかかっているものは、シンボルの中心を区域線上に移動して入力する。

更新範囲内は全て確定線として扱うので、更新箇所は杭を本杭として入力する。

２１００２

３号実線

仮　杭（市・国）

属性
　現地座標（X＝）
　現地座標（Y＝）
　境界杭管理番号

シンボルコード シンボルコード

０（ダミー扱い）

シンボル表示形式

接続

　接続道路管理区分の

メッシュ内連番を設定

＝２

　データ管理者番号
　データ設備番号
　データ路線番号

（シンボルコード）

本　杭（市・国）

２１００１

　道路管理者番号 （コード表のとおり）

　データ管理者番号

出力表示形式

道管Ｓ側で自動設定
　設備種別

　設備番号
コード表のとおり

情
報

コント
ロール

線 点 形

図
形

設備
境界杭

中分類 境界杭

小分類 データ項目
データ形式

データ取扱い 入力時の運用方法
数 文 面

オーバレイ　No.２

652269

652270

652265

652266

652268

分類コード

属性情報なし。（ＭＴ交換はダミー扱い）

接続データはＭＴ交換においてもダミー扱い。

道路台帳図では仮杭の扱いは無いので、入力されている６種類の杭を全て本杭として入力する。
更新範囲の仮杭は削除する。

セル

652267

0.8mm

1.5mm 1.5mm

－6－



１． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

２．
（自）

（自） ※
●
● ３．

４．
　接続道路管理区分の

● ５．
● ｛H18.12.26改訂（追加）｝
● ｛H31.3.29改訂（追加）｝

６．

７．

CO
A
ａ
B
CS
Ｃ
G
Ｓ
W
Ｈ
E

８．

－（歩道）－（中央分離帯）－（その他） ９． 自転車・歩行者専用道、自転車専用道は車道として入力する。｛H18.12.26改訂（追加）｝

｛H31.3.29改訂（追加）｝ １０． 歩行者専用道は歩道として入力する。｛H18.12.26改訂（追加）｝

出力表示形式

（車道） ＝（道路管理区分）

９
平板
ｲﾝﾀﾛｯｷﾝｸﾞ １０

１０

特C ５
Ｃ級 ６
砂利 ７
石 ８
木

１
高級 ２
簡易 ３
Ｂ級 ４

車道同士が接する辺は隠線とする。

属性 舗装種別 ● コード表のとおり

コード

道路管理区分の変更と舗装種別の変更単位に車道面を区分する。

道管Ｓ側で自動設定
車道の面入力については、一部システムにおいては自動作成可能である。

コード表のとおり
　設備番号 メッシュ内連番を設定

車道範囲 ●

情
報

コント
ロール

接続

　データ路線番号

　データ管理者番号

オーバレイ　No.３

データ取扱い 入力時の運用方法
数 文 面 線 点

小分類 データ項目

図
形

設備

形

セメントコンクリート

（コード表のとおり）
＝２１

データ形式

舗装種別

接続先の道路管理区分の内容
を格納（別紙資料のとおり）

　データ設備番号

　道路管理者番号
　設備種別
　データ管理者番号

舗装種別の引き出し線は図面水平。

舗装種別で車道内に引き出し線を出せない場合　又は、縦・横どちらかが３mm以下の面については

自転車道の車道は、地形編の街区に特殊な事例があるので参考とする。｛H18.12.26改訂（追加）｝

引き出し線を非表示にし属性のみ入力する。

車道

道路台帳図の道路管理区分・街区線・歩道線を基に車道を面入力する。

立体交差地下部の扱い

舗装種別は、ほぼ車道の中央部に入力する。

中分類

ＣＳ

ＣＳＣＳ

ＣＳ

Ｃｏ

車道発生
街区で入力された地形

車道面は、街区の閉じた線で区分せず、1管理区分として通して入力する

－7－



１．
｛H31.3.29改訂（追加）｝

（自）

（自）

●
●

　接続道路管理区分の
● ２．
●
● ３．

４．

Ｈ
G
ａ
E

５．

６．
終了個所から直に切る。

インタロッキング １０

出力表示形式
歩道どうしが接する辺は、隠線とする。

舗装種別 コード

７
アスファルト ３

　データ路線番号

接続先の道路管理区分の内容
を格納（別紙資料のとおり）

　データ管理者番号
　データ設備番号

属性 舗装種別 ● コード表のとおり

道路台帳図の道路管理区分と歩道線・付属物（施設帯）線を基に歩道を面入力する。

情
報

コント
ロール

道管Ｓ側で自動設定

コード表のとおり
　設備番号 メッシュ内連番を設定

接続

線 点 形

図
形

設備 歩道範囲 ●

小分類 データ項目
データ形式

データ取扱い
数 文 面

平板ブロック １０
砂利

　データ管理者番号
＝２２

　道路管理者番号
　設備種別

（コード表のとおり）

中分類 歩道

歩道が縁石・ガードレールで区分されている箇所は、小さな設置単位で切らず大きな交差部の

同一単位区間内で歩道種別が区分される場合は、歩道面を二つに区分して入力する。

舗装種別は特殊なもの(平板ブロック・砂利、インタロッキング)のみ入力対象とし引き出し線は図面水平。
それ以外はダミーでよい。

入力時の運用方法

道路管理区分の変更と舗装種別の変更単位に歩道面を区分する。

オーバレイ　No.４

a G

① ②

1
.5
0

3号破線 4号実線

数字は縦1.5ｍｍ

縁石

私道

Ｇ
Ｒ

付属物（施設帯）線は街区線として入力する。
面作成は歩道とする。

付属物（施設帯） 分類コード２２２３

0.75ｍ未満

0.75ｍ未満

－8－



７．

入力時の運用方法 入力時の運用方法

歩道

道路の脇に付いている階段は、歩道で入力する。
なお、地形情報では、ハッチング表示はせずに外形のみを街区で入力する。

オーバレイ　No.４ 中分類

車道 立体

（上）

（下）

歩道

車
道

車
道

歩道

街区のみ入力

ポリゴンは区分
しない。

車道 車道 車道 車道

車
道

車
道

歩道

（下） （上）

－9－



１． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

２．
（自）

（自） ３．
●
●

●
●
●

４．

５．

道路台帳図の安全地帯・分離帯線を基に中央分離帯を面入力する。

高速道路（高架）下部の扱いは、中央分離帯として入力する。

幅員の表示が無い小さな分離帯も中央分離帯で入力する。｛H18.12.26改訂（追加）｝

　接続道路管理区分の

出力表示形式

コード表のとおり なお、分離帯どうしが接する辺は隠線とする。
　設備番号

接続

　データ路線番号
　データ設備番号

接続先の道路管理区分の内容
を格納（別紙資料のとおり）

　データ管理者番号

　データ管理者番号

情
報

コント
ロール

図
形

設備 中央分離帯範囲

　道路管理者番号
属性情報はない。（ＭＴはダミー扱い）

道管Ｓ側で自動設定
道路管理区分単位で区分する。

文 面 線 点 形

●

小分類 データ項目
データ形式

データ取扱い 入力時の運用方法
数

オーバレイ　No.５ 中分類

　設備種別
（コード表のとおり）
＝２４

メッシュ内連番を設定

中央分離帯

3号破線

4号実線

数字は縦1.5ｍｍ

1
1.
0
0

3
.0
0

①

②

③

国
道
２
７
４
号

国
道
２
７
４
号

道

央

自

動

車

道

道
央
自
動
車
道

国
道
２
７
４
号

国
道
２
７
４
号

部を入力

中央分離帯で入力する
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１．
｛H31.3.29改訂（追加）｝

　道路管理者番号 （自） ２． 属性情報はない。（ＭＴはダミー扱い）
　設備種別 （自）

　データ管理者番号 ● ３． 河川敷き内の自転車道は入力対象外とする。
●

４． 道路管理区分単位で区分する。

５． 自転車道が一部一般道の歩道と重用している箇所は入力対象としない。
●
●
●

道路台帳図には自転車道のデータは無い。
路線名称等で判断し、道路管理区分、街区線に従い面入力する。

接続先の道路管理区分の内容
を格納（別紙資料のとおり）

情
報

コント
ロール

道管Ｓ側で自動設定

コード表のとおり
　設備番号 メッシュ内連番を設定

　データ路線番号

＝２５
（コード表のとおり）

入力時の運用方法
線 点 形

データ取扱い
データ形式

　接続道路管理区分の
　データ管理者番号
　データ設備番号

オーバレイ　No.６ 中分類 自転車道

データ項目
数 文

図
形

設備 自転車道範囲 ●

面
小分類

接続

出力表示形式

一般道

歩道

歩道

自転車道
1.
50

3号破線 4号実線

数字は縦1.5ｍｍ
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１． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

２．
（自）

（自） ３．
●
● ４．

●
●

１－
２－
３－
４－
５－
６－
７－
８－

５．
道路台帳図に入力されている法敷 ｛H31.3.29改訂（追加）｝

（１） 人工斜面

（２） 石積被覆

（３） 人工斜面・土堤

（４） 法面保護（網） ６．

（５） 法面保護（モルタル） ７．

（６） コンクリート被覆 ８．

（７） 札幌なし
９．

（８） ブロック被覆 ｛H31.3.29改訂（追加）｝

（９） 法面保護（コンクリート桝）

分類コード

入力する。

コンクリート

芝はり

モルタル

１００２２

法敷が道路管理区分より始まり民地に長く続く場合は、道路管理区分より１cm程度まで入力する。

ブロック張

コンクリート １０００３

河川敷地内にある法敷は、入力しない。

法幅が目視２ｍｍ未満の場合については、入力しない。

道路管理区分内の素堀側溝や小水路による法敷は、目視２ｍｍ以上のものを入力し、２ｍｍ未満は

芝はり

ブロック張

コンクリート桝

コンクリート桝　分類コード6123の入力は、種別コードが無いので種別コード８　ブロック張を使い

入力しない。（次頁参照）

（札幌なし）

網
モルタル １００２０

開始、終了点は、記号の発生範囲を決めているので入力時注意すること。

石垣 １０００２
盛土 １０００１ －１

（種別コード） シンボルコード シンボル角度

切土 １０００１ 　１

コード表のとおり
　路線番号 立体交差部のみ入力

範囲の大きさにより、自動発生の法敷シンボルを変更させる。

（自）●

　データ管理者番号
　設備番号

道路管理区分の変更単位に法敷範囲の区分は不要。
　道路管理者番号

道管Ｓ側で自動設定
　設備種別 ドーナツポリゴンは、扱えない。

コード表のとおり

小分類 データ項目
データ形式

データ取扱い 入力時の運用方法
数 文 線 点 形

オーバレイ　No.７ 中分類 法敷

6123

＝２３

メッシュ内連番を設定

出力表示形式

情
報

コント
ロール

属性
　種別

6111

図
形

設備 法敷範囲

盛土

網

石垣

（コード表のとおり）

面

6122

6101

6113

道路台帳図にある法敷範囲をタイプ別に面入力する。

6121

切土

6112

6101 6102

車
道

1cm程度まで入力

4

発生角度

＋１

発生角度

－１

2(E)

1・7(S)

6・1(S)

3
4 5

6

5 3

2(E)

車 道
2(E)

3 5
4

1・
車

盛土石積

網 モルタル

切土

コンクリート ブロック積
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８．の事例｛H18.12.26改訂（追加）｝

中分類 法敷

法敷２㎜以上
法敷入力、二条河川省略

二条河川（２㎜未満）

⑤
法敷２㎜以上

法敷、二条河川両方入力
二条河川（２㎜以上）

法敷入力、一条河川省略
一条河川

③
法敷２㎜未満

全て省略する
二条河川（２㎜未満）

法敷２㎜以上

入力

①
法敷２㎜未満

全て省略する
一条河川

オーバレイ　No.７

　　道路台帳図

②

④

入力時の運用方法

－13－



１．

（自） 道路台帳図に入力されているのは、全幅員と半幅員の２種類（半幅員は道路基準線で分けた数値）
（自）

● ｛H31.3.29改訂（追加）｝
●

２．

３． 大きく変化する箇所及びラッパ部分は２ヶ所入力する。
●
● ４． 交差部から交差部までのラッパ部は、多少混み合うが入力する。
●

●
○

５．

｛H31.3.29改訂（追加）｝

オーバレイ　No.８ 中分類 幅員

出力表示形式

歩道の不定幅の表示方法

定幅の車道は表示するが歩道のように常に変化するものは不要。

属性
　幅員値 具体値を設定（ｍ単位）
　現況フラグ 小数点以下　２桁

車道幅員、歩道幅員、中央分離帯幅員は断面図を調べて入力する。
　データ管理者番号 コード表のとおり

メッシュ内連番を設定

接続

　接続道路管理区分の
　データ管理者番号
　データ設備番号
　データ路線番号

　設備番号

断面図を基に幅員の変化に応じて代表箇所を入力する。
交差部は除く。

情
報

コント
ロール

原則として、道路管理区分単位に最低１ヶ所入力する。
　道路管理者番号 （コード表のとおり）

道管Ｓ側で自動設定
　設備種別 ＝２６

形

図
形

設備 幅員及び幅員値 ● ●

小分類 データ項目
データ形式

データ取扱い 入力時の運用方法
数 文 面 線 点

接続先の道路管理区分の内容
を格納（別紙資料のとおり）

幅員は全幅員、歩道幅員、車道幅員、中央分離帯幅員別に入力する。

狭い部分で混み合う

不
要 定幅は表示

歩道

車道

3号破線

4号実線

数字は縦1.5ｍｍ

1
1.
0
0

3
.0
0

断面図
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６．

７．

①

②

｛H31.3.29改訂（追加）｝

全幅員が取れない場合には、省略する。（A、B）
省略する。

入力時の運用方法 入力時の運用方法

高速自動車道の扱い

図郭際の幅員について

車道幅員や区域幅員が、はさみ込み型の表示でしか入力できない（表示する範囲が狭い）場合は

オーバレイ　No.８ 中分類 幅員

なお、省略するときは、車道幅員や区域幅員のみを省略するのではなく、そのグループすべてを
読みにくい場合は省略する。

省略する。

同上の幅員が標準型の表示で入力できても、数値が歩道線や街区線、図郭線に重なり数値が

46.00

2.50 2.50

24.00 8.50

高速道路部

分離帯として扱う

8.50

省略

Ｂ

図郭

8.0
0

省略

Ａ

図郭

8.0
0

Ｃ

図郭

車道がはさみ込みになるので
グループすべて省略。

10
.0
0

5.
50

2.
25

全省略

これのみ省略
他は入力。

Ｄ

図郭

10
.0
0

5.
50

2.
25

2.
25

道路区域≠道路部の例

道路部

道路区域部

23.64

6.00 6.00

3.503.50 3.00

道路区域＝道路部の例

15.00

3.50 3.508.00

1.50

9.0

6.0

1.50

幅が狭く数字が入らない場合

歩道幅員が3．5ｍ以上の場合は２点で入力

歩道幅員が3．5ｍ未満の場合は挟み込み入力

－15－



１．

｛H31.3.29改訂（追加）｝
２．

｛H31.3.29改訂（追加）｝

　道路管理者番号 （自） （コード表のとおり） 道管Ｓ側で自動設定
　設備種別 （自） ＝４１
　データ管理者番号 ● コード表のとおり
　設備番号 ● メッシュ内連番を設定

　名称 ● ＪＩＳコード最大30文字 10 043 0
　型式 ○
　図面番号・管理番号 ● 管理番号体系どおり
　延長 ● ｍ単位小数点以下2桁
　建設年 ○ 道路台帳図の橋梁番号には枝番号が無いので、後ろに枝番号を付けて入力する。
　建設月 ○ ｛H31.3.29改訂（追加）｝
　塗装年（１） ○
　塗装月（１） ○
　塗装年（２） ○ ３．
　塗装月（２） ○ ｛H31.3.29改訂（追加）｝
　塗装年（３） ○
　塗装月（３） ○ ４．
　幅員 ● ｍ単位小数点以下2桁
　橋梁種別 ○
　橋梁番号 ○

道路台帳図

橋梁番号は道路台帳図にあるものを入力する。

10-0043 →

出力表示形式

道路台帳図にある橋梁を面入力する。線情報は必要に応じて入力する。

点
小分類

●

データ項目
データ形式

オーバレイ　No.９

文 面

また、面入力する範囲は地覆を含む橋梁構造物全体とする。
なお、同一名称を持ち構造物が分割している場合は、その単位で面入力する。

（国道番号３桁）+（橋梁番号４桁）

市橋梁
（区コード２桁）+（橋梁番号３桁）+（枝番号１桁）

道路台帳図に延長は入力されているが、幅員は入力されていないので、橋梁資料を基に入力する。

橋梁が複数メッシュに跨る場合も各々の名称・番号・幅員・延長を入力する。

線

情
報

コント
ロール

属性

形

●設備 橋梁範囲

注記
名称

図
形

延長

中分類 橋梁

入力時の運用方法

幅員
国道橋梁

データ取扱い
数

メッシュ境

○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○○○○橋
16.50 2.50 延長幅員表示

区コード 橋梁番号

枝番号南３条橋

－16－



５． ８．
地覆はその他道路として入力する。 ｛H31.3.29改訂（追加）｝

９．

１０．

１１． ｛H18.12.26改訂（追加）｝
｛H31.3.29改訂（追加）｝

６．

７． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

事例

幅員は地覆を除いた数字を入力する。

分割橋梁の入力方法は、道路台帳図どおり入力する。

分離帯等で分割橋梁となっている場合は、別々に橋を入力し橋梁番号・橋梁名は同一とする。

橋梁のある道路管理区分内に中央分離帯・歩道・その他があれば、通常通り作成する。

オーバレイ　No.９

橋梁の幅員値が最大と最小が表示されている場合は最小値を入力する。

名称（引き出し線）は橋梁と平行に入力する。

管理区分外の橋梁は、名称・幅員・延長が記載されていれば入力する。

橋梁区間は幅員構成を入力しない。

入力時の運用方法 入力時の運用方法

中分類 橋梁

現況

河

橋

橋

河

道路

道路

分離帯

入力

○○○橋
15.00 4.00～6.50

1
2.
0
0

8.
00

2
.0
0

2.
00

○○○橋

幅員構成は入力しない

橋梁

車道

車道

中央分離帯

歩道

歩道

区域
地覆はその他道路

地覆はその他道路
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● １．
●

｛H31.3.29改訂（追加）｝
２． 入力時の運用方法は、「橋梁」の取扱いに従う。

｛H31.3.29改訂（追加）｝

（自）

（自）

●
●

(●)
○
○
●
(●)
(●)
○
○
○
○
○
○　高架部番号 は実質入力しない。

出力表示形式

属性

　名称 ＪＩＳコード最大30文字
　型式
　種別

　塗装月 具体的入力は、高架部では
　高さ ピアのみ対象とするので（●)

　幅員
　建設年
　建設月
　塗装年

道管Ｓ側で自動設定

数 文

また、高架部データに入力する橋脚部（ピア）を面入力する。

情
報

コント
ロール

　道路管理者番号 （コード表のとおり）

面 線 点 形

ピア

注記

図
形

設備

メッシュ内連番を設定

＝４２
コード表のとおり

管理番号体系どおり

ｍ単位小数点以下2桁
ｍ単位小数点以下2桁

高架部範囲

名称

　図面番号・管理番号
　延長

札幌地区は、高架部は橋梁として取り扱う関連から、「橋梁」として入力する。
なお、橋脚部（ピア）が存在する場合は、この情報のみ高架部に格納するものとする。

小分類 データ項目
データ形式

データ取扱い 入力時の運用方法

　設備種別
　データ管理者番号
　設備番号

オーバレイ　No.１０ 中分類 高架部

○○高速道

６号破線
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１． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

２． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

３．

（自） ４．
（自）

●
●

●
○
○
● ５．
○
○ ６．
○
○
○
○
○
○

札幌市の番号体系

市道　その他

７．

８．

９．

１０．

　型式

属性データがない場合は街区で形状のみ入力する。

階段部のX方向の移動量は５００mmとする。

属性

出力表示形式

　名称 ＪＩＳコード最大30文字

ラセン状の階段も面を小さく切らず１つの面で入力する。
　種別

　塗装月
　高さ
　横断歩道橋番号

　建設年
　建設月
　塗装年

＝４３
　データ管理者番号 コード表のとおり
　設備番号 メッシュ内連番を設定

上部の平らな部分が円形または□の字形図形は、２つに分割入力する。

　図面番号・管理番号 管理番号体系どおり
　延長
　幅員

メッシュを跨ぐ場合は、橋梁と同様に各々名称・管理番号を入力する。

情
報

コント
ロール

　道路管理者番号 （コード表のとおり）
道管Ｓ側で自動設定

階段部で途中平らな部分があっても階段部として扱う。
　設備種別

注記 名称

形

図
形

設備 横断歩道橋 ●

小分類 データ項目
データ形式

データ取扱い 入力時の運用方法
数 文 面 線 点

オーバレイ　No.１１ 中分類 横断歩道橋

５００

主要道道
主要市道
一般道々

４００

６００市道１級

名称（引き出し線）は横断歩道橋と平行に入力する。｛H18.12.26改訂（追加）｝

８００

階段部がなくスロープの横断歩道橋は一つの面で入力する。

市道　２級 ７００

道路台帳図にある横断歩道橋を面入力する。

横断歩道橋番号は道路台帳図にあるものを入力する。

平らな部分を区分せず階段で扱う。

面入力方法

階段

菊水歩道橋

２つの面に

区分する

２つの面に

区分する
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１． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

２． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

３．

４． ｛H18.12.26改訂（追加）｝
｛H31.3.29改訂（追加）｝

（自）

（自）

●
●

●
●

○
○
○
○ 注： トンネル部分以外に側道がある場合、道路管理区分＝車道では作成できないため通常区間と
○ 同じ方法で、データを作成する。｛H２１.１０．２６改訂（追加）｝
○

５． 橋梁と同様、区域内に歩道、その他道路等があれば車道、歩道、その他道路として入力する。
｛H31.3.29改訂（追加）｝

線

坑口化粧自動発生

（自）

データ形式

面 形

オーバレイ　No.１２

データ取扱い
数 点文

（コード表のとおり）
コント
ロール

延長

　データ管理者番号

情
報

　道路管理者番号

　高さ

注記

属性

小分類 データ項目

　トンネル番号

　設備種別

　建設月

　名称

図
形

設備

中分類 トンネル

管理番号体系どおり

コード表のとおり
メッシュ内連番を設定

ＪＩＳコード最大30文字

＝４４

名称

幅員

　設備番号

　（管理番号）
　延長
　幅員
　建設年

　トンネル図面番号

出力表示形式

トンネル ●

道管Ｓ側で自動設定

トンネル区間は幅員構成を入力しない。

入力時の運用方法

トンネル管理番号は道路台帳図にあるものを入力する。

道路台帳図にあるトンネルを面入力する。

名称（引き出し線）はトンネルと平行に入力する。

600008
南沢トンネル

○○○トンネル

1
2.
0
0

8.
0
0

2.
0
0

2.
00

幅員構成は入力しない
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１． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

２． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

３．

（自）

（自）

●
●

４． 延長、幅員は１施設単位の延長。
●

● ５． 入力は道路管理区分で切ることなく一つの面で入力する。

● ６．
●
○
○
○
○
○
○
○
○
● ｛H18.12.26改訂（追加）｝

○
○ ７．

情
報

属性

　建設告示月
　建設告示日
　公益事業者名

　路線指定日

　建設年

　名称

　路線指定年
　路線指定月

ｍ単位小数点以下２桁

　深さ
　高さ

電　力

　幅員 ｍ単位小数点以下２桁

コード表のとおり
　（1）～（10）

ＪＩＳコード最大30文字

３

　（管理番号）

出力表示形式

　共同溝、図面番号 管理番号体系どおり

　建設月

　建設告示年

　延長

・・・・・

　設備種別 ＝４５

延長

共同溝資料を基に面入力する。

コント
ロール

　道路管理者番号 （コード表のとおり）

　設備番号 メッシュ内連番を設定

道管Ｓ側で自動設定
・・・・・

注記

５ＮＴＴ

点 形

２

共同溝番号、延長、幅員は、共同溝資料を基に入力する。

公益事業者名は次のコードを格納する。

コード表のとおり

共同溝

幅員

●

名称

データ形式
データ取扱い

数 文 面 線

オーバレイ　No.１３

下　水

・・・・・

小分類 データ項目

図
形

設備

　データ管理者番号

中分類 共同溝

名称、延長、幅員は施設の中に表示できるものは中に入れる。

入力時の運用方法

・・・・・
４

６

ガ　ス

・・・・・
道　路 ・・・・・ １ （道路管理者が持っているケーブル）
上　水

名称（引き出し線）は、共同溝と平行に入力する。｛H18.12.26改訂（追加）｝

３号破線

○○○○共同溝
200．00 2．50

数字は延長、幅員の順に並べる。

あいの里共同溝(3・5・6）
200.00 3.00

公益事業者コード

幅の広いものは、施設の中

共同溝
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１．
｛H31.3.29改訂（追加）｝

２．
｛H31.3.29改訂（追加）｝

３．

（自） ４．
（自）

●
●

●
●

●
●
○
○
○
○
●

◎
を表示する。

◎ 途中に多孔管が布設されていてもデータは切らずに１つの施設で扱う。

５． 名称（引き出し線）はキャブと平行に入力する。｛H18.12.26改訂（追加）｝

キャブ資料を基に施設単位で面入力する。

公益事業者名を入力する。（共同溝同様）

キャブ番号、延長、幅員はキャブ資料を基に入力する。（施設単位に入力）

名称の表示位置は、道路区域から５mmの位置とする。

公益事業者コードは、共同溝と同じ。

ｍ単位小数点以下２桁
　幅員
　延長

　設備種別

　名称

道管Ｓ側で自動設定
　道路管理者番号

ｍ単位小数点以下２桁

数字は、延長、幅員の順に並べる。

　設備番号

　建設年
　建設月
　深さ
　高さ

出力表示形式

情
報

ＪＩＳコード最大30文字

＝４６
コード表のとおり
メッシュ内連番を設定

　キャブ、図面番号 管理番号体系どおり
　（管理番号）

名称
延長

（コード表のとおり）

形

図
形

設備 キャブ

注記
幅員

●

小分類 データ項目
データ形式

データ取扱い 入力時の運用方法
数 文 面 線 点

オーバレイ　No.１４ 中分類 キャブ

１施設１ヶ所の引き出し線とするが、複数の図葉に跨がる場合、同じ項目（名称・番号・延長・幅員）

　データ管理者番号

属性

　公益事業者名

管理番号なし。

コント
ロール

部分的な多孔管も切らずに入力する。

３号破線

○○○キャブ
200.00 1.00

数字は、延長・幅員の順に並べる。

大通キャブ(3・5・6)
200.00 1.00

道路区域外 5mm

多孔管
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１． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

２．
｛H31.3.29改訂（追加）｝

３．

（自）

（自）

●
●

●
●

●
●
○
○
○
○

４．

道路台帳図にある地下横断歩道を面入力する。

地下横断歩道番号、延長、幅員は、地下横断歩道資料を基に入力する。
資料のない場合は管理番号を999で入力する。

出力表示形式

情
報

属性

　地下横断歩道番号

ｍ単位小数点以下２桁

　（管理番号）
　延長 ｍ単位小数点以下２桁

メッシュ内連番を設定

　名称 ＪＩＳコード最大30文字
　地下横断歩道番号 管理番号体系どおり

　設備番号

道管Ｓ側で自動設定
＝４７
（コード表のとおり）

幅員

名称

小分類

注記

図
形

データ形式

点 形

設備 地下横断歩道

データ取扱い 入力時の運用方法
数 文 面 線

中分類

　データ管理者番号

延長

　地下横断歩道種別

　幅員
　建設年
　建設月

データ項目

地下横断歩道

名称（引き出し線）は地下横断歩道と平行に入力する。｛H18.12.26改訂（追加）｝

入力方法は横断歩道橋と同様

原稿図の記載例

　設備種別コント
ロール

　道路管理者番号

●

コード表のとおり

オーバレイ　No.１５

415

南１９条地下歩道

24.90 2.50

管理番号に地上・地下の区分はなし。

３号破線

山下地下横断歩道
10.00 5.00

数字は延長・幅員の順に並べる。
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１． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

２． ｛H31.3.29改訂（追加）｝
（自）

（自） ３．
●
● ４． ｛Ｈ19.10.22改訂（修正）｝

｛H31.3.29改訂（追加）｝

５． 植樹帯、中央分離帯内のシンボルと歩道にある ○ （シンボルのみ）は入力する。
｛H31.3.29改訂（追加）｝

中央分地帯の中にあるものは全て入力する。

単体の は入力しない。

６． 独立樹

分類コード4222は入力対象としない。
｛H31.3.29改訂（追加）｝

○

情
報

コント
ロール

属性

　設備番号
　データ管理者番号

●

＝６１
（コード表のとおり）

●

メッシュ内連番を設定

道管Ｓ側で自動設定

コード表のとおり

図
形

設備 植　樹　帯

　道路管理者番号
　設備種別

小分類 データ項目
データ形式

データ取扱い
数 文 面 線 点 形

入力時の運用方法

オーバレイ　No.１６ 中分類 植樹帯

出力表示形式

　植樹帯番号

道路台帳図にある植樹帯は面入力する。

植樹シンボルの方向は全て北方向とする。

属性情報なし。（MT交換はダミー）

入力位置

分類コード4221

３号実線

シンボルで高木・低木を区分

また、植樹桝のある高木シンボルは
下記のとおり

シンボルコード

10018

10005

シンボル発生角度

90

90

シンボルは入力しないポリゴンのみ

入力現況

中心

現況 入力 現況 入力

歩道にあるもの

現況 入力
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１． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

（自）

（自） ガードケーブル
● G．R ガードレール
● G．P ガードパイプ

G．C．B ガードチェーン
その他
車止め

２．

３．

分類コード

シンボルの自動発生角度は、ライン進行方向に対して
右側　-９０度 左側　＋９０度

属性情報なし。（MT交換はダミー）
出力表示形式

属性 ガードレールタイプ

（ポール及び曲き込みは自動発生）

コード表のとおり
　設備番号 メッシュ内連番を設定

G．C
　データ管理者番号

○

ガードレール ●

　道路管理者番号
道管Ｓ側で自動設定

　設備種別

情
報

コント
ロール

小分類 データ項目
データ形式

図
形

設備

データ取扱い
点 形

入力時の運用方法
数 文 面 線

（コード表のとおり）
＝６２

ガードレールオーバレイ　No.１７ 中分類

道路台帳図にあるガードレール５種と車止めを線入力する。

6144
6145
6146

6143

6147
ガードレールとして入力する。

2224

1mm 10mm

３号実線

(注）ポールは自動発生

シンボルコード
10020
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１． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

（自） ２．
（自）

● ３． ｛H31.3.29改訂（追加）｝
●

４．
｛H31.3.29改訂（追加）｝

● ５．
○

｛H31.3.29改訂（追加）｝

６． 国道における照明灯番号は、Ｌ32　Ｃ35　Ｒ37などとレフト側、センター、ライト側に区分されているが、
番号にレフト側は＋１０００、センターは＋２０００、ライト側は＋３０００した値で入力する。

｛H18.12.26改訂（追加）｝ ｛H31.3.29改訂（追加）｝

例）
Ａ１０５→４１０５、Ｂ２１７→５２１７

｛H18.12.26改訂（追加）｝

７．
｛Ｈ19.10.22改訂（追加）｝
｛H31.3.29改訂（追加）｝

８． 防犯灯（分類コード4238） は入力しない。 ｛H31.3.29改訂（追加）｝

道路台帳図に入力されている

図面表示

●

また、Ａ・Ｂと表示されている時は、Ａに＋４０００、Ｂに＋５０００した値で入力する。　　

管理番号体系のとおり

（道路管理区分外にある照明灯は入力しない）

メッシュ内連番を設定

出力表示形式

オーバレイ　No.１８

　支柱種別

Ｌ３２→１０３２、Ｃ３５→２０３５、Ｒ３７→３０３７

単柱式のものに限る。｛H18.12.26改訂（追加）｝

　設備種別

　設備番号

道管Ｓ側で自動設定

　データ管理者番号 コード表のとおり

図
形

設備 照明灯

情
報

　照明灯管理番号

コント
ロール

　道路管理者番号

属性

データ形式
データ取扱い 入力時の運用方法

数 文 面 線 点

照明灯の方向は北方向とする。｛H18.12.26改訂（追加）｝

形
小分類 データ項目

（コード表のとおり）
＝６３

照明灯中分類

のみ入力する。

新規の照明灯番号は全て9999で入力する。

既設の照明灯は、道路台帳図とのズレによる修正は入力されている照明灯番号をそのまま使用する。

照明灯番号の枝番が表示されている場合、照明灯番号は枝番を省略し本番を入力する。

入力不要（共架）

※これ以外にも共架の表示あり。
上記のみ入力する。

入力

（ ）内が入力時の番号

H
L32

H
R37 （3037）（1032）

３号線

2mm

シンボルコード
10004

発生角度
0

Ⓗ

H 316-1 H 316

H H

H

H

H

H

入力道路台帳
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｛H18.12.26改訂（追加）｝

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

　舗装構成（４）

データ形式

面 形

舗装構成

設備

データ項目

図
形

舗装構成

　設備種別

　工事種別（原因）
　施工主体

　設備番号

コント
ロール

　舗装種別
　舗装構成（１）
　舗装構成（２）
　舗装構成（３）

　データ管理者番号

　道路管理者番号

　竣工月

出力表示形式

数 文

　竣工年

　舗装構成（５）
　舗装構成（６）

小分類

　舗装構成（７）

属性

情
報

線

○

データ取扱い
点

入力時の運用方法

札幌地区は入力対象外

オーバレイ　No.１９ 中分類
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１．
｛H31.3.29改訂（追加）｝

（自） ２．
（自） U0 U型蓋無側溝
●
● U１ U型蓋有側溝

Ｌ L型側溝
●
○ O O型側溝

SK
U型蓋有りで入力

｛H18.12.26改訂（追加）｝
｛H31.3.29改訂（追加）｝

３．

４．

５． 桝の部分で切らずに入力する。

｛H18.12.26改訂（追加）｝ ｛H18.12.26改訂（追加）｝

６． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

7．

｛H31.3.29改訂（追加）｝ ８． ｛H18.12.26改訂（追加）｝
但し、S=１０００程度以上の素掘側溝は河川で入力する。 ｛H31.3.29改訂（追加）｝

９． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

U字側溝　蓋有り

分類コード

道路管理区分内の素掘側溝（S＝300等）は入力しない。

壺型側溝

図
形

2231

2232

小分類

●

道管Ｓ側で自動設定

情
報

コント
ロール

　道路管理者番号

属性
　タイプ（UL型区別）

　設備番号

　設備種別

出力表示形式

設備 側溝 　

　データ管理者番号

　幅員

数

ULの区分と有蓋無蓋を区分

コード表のとおり

データ形式

形

メッシュ内連番を設定

線

（コード表のとおり）
＝６４

文 面 点
データ項目 データ取扱い

2232

タイプは 原稿図の表示

線入力する。

2232

側溝オーバレイ　No.２０

道路台帳図に入力されている側溝(分類コード2231 U字溝無蓋、分類コード2232 U字溝有蓋)を

入力時の運用方法

中分類

2232

道路台帳図に入力されている側溝線（両側）２本とも入力する。

皿型側溝（SU=３００等）は入力しない。

道路台帳図の側溝地下部分は入力しない（分類コード２２３４）

歩道内の側溝も入力する。

引き出し線はＭＴ交換においては、オールビット０とする。

U字側溝　蓋無し2231

U1,L型側溝

U0型側溝

SK型側溝

SK側溝はU1で入力をする。

U=300

U=300

L=500

SK=500

（札幌市なし）

入力道路台帳図分類コード
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１．

○
○
○
○

入力時の運用方法
数 文 面 線 点

中分類 自転車駐車場

○

データ取扱い
形

オーバレイ　No.２１

札幌地区は入力対象外
　設備番号

入力時は、その他道路で入力する。

コント
ロール

（真駒内地下鉄駅）
自転車駐車場

小分類
データ形式

　道路管理者番号
　設備種別情

報

データ項目

＝６５
　データ管理者番号

出力表示形式

図
形

設　備

－29－



１． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

（自） 起点
（自）

● 終点
●

２．

３．

分類コード

道路台帳図のとおり起点・終点を点入力する。

9001

9002

シンボルサイズは出力表示形式のとおり。

メッシュ境に記号が表示されている場合は、下記要領で入力する。

コード表のとおり
　設備番号

線

　道路管理者番号
　設備種別
　データ管理者番号

数 文 面 点

＝３

形

道管Ｓ側で自動設定

オーバレイ　No.２２ 中分類 起点・終点

小分類 データ項目
データ形式

データ取扱い 入力時の運用方法

メッシュ内連番を設定

図
形

起　点・終　点 ●

情
報

コント
ロール

（コード表のとおり）

出力表示形式

設備

起点 終点

シンボルコード

起点 21003
終点 21004

メッシュ境

下の図葉で入力する。

起点記号は上の図葉で入力する。

終点記号は下の図葉で入力する。

2mm

2mm 2mm
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１． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

（自）

（自）

● 道路標識　案内（大型）
●

道路標識　警戒（大型）

道路標識　規制（大型）

道路標識　指示（大型）

新規入力の大型道路標識
大型道路標識の資料があるものについては、支柱基礎のポリゴンを入力する。
資料の無いものは、シンボルのみ入力する。

既設の大型道路標識
道路台帳図とのズレによる修正は、そのまま位置を修正する。

２．

３． 属性情報なし（ＭＴ交換はダミー扱い）

４． 道路を横断する大型標識は両側入力とする。
｛H31.3.29改訂（追加）｝

縦 横

道路台帳図に入力されている５種類の大型道路標識を入力する。

道路台帳図には、シンボルのみ入力されている。

道路情報板（大型）224124

型式
基礎工

224224

分類コード

標識は点（シンボル）入力及び面入力は基礎部長辺が２ｍを超えるものを入力。

　データ管理者番号 コード表のとおり

224424

情
報

　設備種別

○

出力表示形式

属性 　施設管理番号

　設備番号

道路標識

入力時の運用方法

●

文

　道路管理者番号
道管Ｓ側で自動設定

●

コント
ロール

（コード表のとおり）
＝６６

中分類

設備 道路標識

オーバレイ　No.２３

224324

224524

メッシュ内連番を設定

基礎部の大きさは大型道路標識の型式により求める

数
データ項目

データ形式
データ取扱い小分類

線 点 形面

図
形

４号破線

2mm

シンボルコード
10015

発生角度
0

基礎

（表）
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１．
｛H31.3.29改訂（追加）｝

２．
（自）

（自） ３． ｛H31.3.29改訂（追加）｝
●
●

街渠桝の特殊なものも街渠桝のシンボルで入力する。

道路区域内の全ての街渠桝を入力する。

桝

出力表示形式

線

街渠桝中分類

＝６７
　道路管理者番号

道管Ｓ側で自動設定

も街渠桝として入力する。

オーバレイ　No.２４

面

●

データ項目
データ形式

数 文
データ取扱い 入力時の運用方法

点 形

国道以外の路面排水用桝（=街渠桝）について道路台帳図にある桝を点（シンボル）入力する。

小分類

コント
ロール 　データ管理者番号 コード表のとおり

　設備番号 メッシュ内連番を設定

街渠桝

情
報

（コード表のとおり）

図
形

設備

　設備種別

2mm

シンボルコード
10019

現況

入力

－32－



１．
流雪溝が発生した場合は、資料より入力する。 ｛H31.3.29改訂（追加）｝

（自）

（自）

●
●

・藻岩下
・安春川
・新琴似
・発寒

・北郷
・新琴似北

流雪溝施設

流雪溝桝

コント
ロール 　データ管理者番号

メッシュ内連番を設定

●

出力表示形式

（コード表のとおり）

データ形式
データ取扱い

オーバレイ　No.２４ 桝

入力時の運用方法
数 文 形線

中分類

点

　道路管理者番号

コード表のとおり
　設備番号

面

道路台帳図には、流雪溝桝の入力は無い。

　設備種別
道管Ｓ側で自動設定

＝６７情
報

図
形

設備 流雪溝桝

小分類 データ項目

・創成東
・琴似

2mm1.5mm

シンボルコード
21005

－33－



１．

２． ｛H31.3.29改訂（追加）｝
（自）

（自） ３．
● 国道部分は、開発局の資料より入力を行う。 ｛H31.3.29改訂（追加）｝
●

国道の雨水桝を点（ｼﾝﾎﾞﾙ）入力する。

オーバレイ　No.２４ 雨水桝中分類桝

　道路管理者番号

　設備番号

線
データ項目小分類

雨水桝

　データ管理者番号
　設備種別

道管Ｓ側で自動設定
＝６７

●

（コード表のとおり）

コード表のとおり
道路台帳図の桝入力は、道道、市道のみ国道の入力は無い。

データ取扱い
数 点文 面

国道に関して入力する。

入力時の運用方法
形

データ形式

情
報

コント
ロール

設備
図
形

メッシュ内連番を設定

出力表示形式

2mm

シンボルコード
21007
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１．
｛H31.3.29改訂（追加）｝

２． 属性情報はない。（MTはダミー扱い）
　道路管理者番号 （自）

　設備種別 （自） ３． 幅員数字は不要。
　データ管理者番号 ●

● ４． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

●
●
●

その他道路の有無は、歩道と街区線より判断する。

入力時の運用方法

接続先の道路管理区分の内容
を格納（別紙資料のとおり）

メッシュ内連番を設定

出力表示形式

その他道路

＝調整中コント
ロール

接続

　接続道路管理区分の

属性 　種別

情
報

道管Ｓ側で自動設定

　データ管理者番号
　データ設備番号

　設備番号

その他道路

コード表のとおり

中分類

データ項目
データ形式

データ取扱い
数 文

○

オーバレイ　No.２５

（コード表のとおり）

形

● 道路区域内の車道・歩道・中央分離帯以外の区域を、その他道路として面入力する。

小分類
線 点

図
形

設備

　データ路線番号

面

４号実線

その他

道路区域

道路縁

歩道縁

歩道

全
幅
員

車
道

その他道路

全
幅
員

車
道

その他道路

歩道

その他道路

その他道路
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１．

２． ｛H31.3.29改訂（追加）｝
（自）

（自）

●
●

資料にある中心線を線入力する。

国道に関して入力する。

入力時の運用方法小分類

属性

データ取扱い
数 文 面

中心線オーバレイ　No.２６ 中分類

図
形

設備 中心線 ●

データ項目
データ形式

点 形線

　道路管理者番号
コント
ロール 　データ管理者番号

　設備番号

　路線番号 ○

出力表示形式

＝調整中
（コード表のとおり）

メッシュ内連番を設定
情
報

道管Ｓ側で自動設定
　設備種別

コード表のとおり

４号破線

－36－



１．

２．
｛H31.3.29改訂（追加）｝

（自）

（自）

●
●

●
○

入力時の運用方法

オーバレイ　No.２７

情
報

属性

出力表示形式

図
形

注記 距離値

　データ管理者番号
　設備番号

コント
ロール

（コード表のとおり）
　設備種別
　道路管理者番号

メッシュ内連番を設定
コード表のとおり

● 国道に関して入力する。

道管Ｓ側で自動設定
＝調整中

資料にある距離標を点（シンボル）入力し、距離値を数値及び位置入力する。

設備 距離標（地点標）

数 文 面 線 点
小分類 データ項目

データ形式
データ取扱い

形

中分類 距離標（地点標）

調整中
　距離値
　旧距離値

5K

5.1K

シンボルコード
10023

10024
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１． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

２． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

３．
（自）

（自）

●
●

●
○

４．

道路台帳図にある踏切名を文字入力する。

入力時の運用方法

面入力の範囲はＪＲとの交差部の道路管理区分と同じとする。
道路台帳図にある踏切を面入力する。

名称（引き出し線）は踏切に平行に入力する。

現況が変化していても道路区域幅で面入力する。

オーバレイ　No.２８ 中分類 踏切

データ取扱い

●

面 線 形

図
形

注記 名称

小分類 データ項目
データ形式

点

＝調整中

文

コント
ロール

　道路管理者番号

　データ管理者番号
　設備番号

　設備種別

数

属性
　名称
　種別

出力表示形式

ＪＩＳコード最大３０文字

情
報

メッシュ内連番を設定

（コード表のとおり）
道管Ｓ側で自動設定

コード表のとおり

設備 踏切

敷
地

敷
地

が踏切

○○第２踏切

※道路管理区分＝車道＝踏切ポリゴン

－38－



｛H18.12.26改訂（追加）｝

○
○
○
○

○
○ フラグ
○ 重用区間以外 　０
○

○
○
○

｛H31.3.29改訂（追加）｝

｛H31.3.29改訂（追加）｝

分類コード重用区間表示

 重用区間表示

削除する。又、道路区域を確認し必要であれば道路管理区分のポリゴンを修正する。

札幌地区は道路管理区分の入力時の運用方法に準じフラグを格納する。

重用区間線

重用区域番号（枠）
9016
9017

・既設路線

・新規路線

重用区間

道路管理区分の属性項目『種別２』に重用フラグを格納する。

１０

道路台帳図に重用表示（重用路線番号、重用区域番号、重用延長）が入力されている場合は、

交差部は重用表示が入力されていない場合は重用フラグを付けない。
道路管理区分に重用フラグを付ける。

更新範囲内に重用フラグの付いた図形があり、道路台帳図には重用表示が無い場合は、重用フラグを

オーバレイ　No.２９ 中分類 重用

図
形

設備 重用

入力時の運用方法
データ形式

文 線 点数
データ取扱い

○

〃　　　　　 　（注記）

重用延長 9019

9015
重用路線番号

出力表示形式

9018

情
報

コント
ロール

　路線番号（下位）
　延長属性

形
小分類 データ項目

　データ路線番号

接続
　データ設備番号
　データ管理者番号

面

　道路管理者番号
　設備種別
　データ管理者番号
　設備番号

　接続道路管理区分の

　区間番号

重用路線番号（下位）重用区間線

重用延長重用区域番号と枠

1200 D=○○．○○
○○－○○○○
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１．

２． ｛H31.3.29改訂（追加）｝
（自）

（自）

●
●

○
○
○
○
○
○
○

資料にある国道の雨水マンホールを点（シンボル）入力する。

入力時の運用方法

情
報

属性 　延長

コント
ロール

　設備種類
　種別
　外径

　道路管理者番号

　データ管理者番号

データ取扱い
点 形

小分類 データ項目
データ形式

数 文 面

雨水マンホール中分類オーバレイ　No.３０ その他シンボル

雨水マンホール

線

コード表のとおり

（コード表のとおり）

メッシュ内連番を設定

当面はダミー扱い
　面積

道管Ｓ側で自動設定

出力表示形式

　設備番号

国道に関して入力する。

　設備種別

図
形

設備

　建設年度
　推測度

＝調整中

●

２mmⓇ
シンボルコード
21006
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１．

２． ｛H31.3.29改訂（追加）｝
（自）

（自）

●
●

　設備種類 ○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

資料にある国道の雨水管を線入力する。

国道に関して入力する。

データ取扱い

その他ライン 中分類 雨水管

データ形式

　名称

数

　種別

線面

　データ管理者番号 コード表のとおり

点 形
データ項目

オーバレイ　No.３１

＝調整中コント
ロール

図
形

（コード表のとおり）

メッシュ内連番を設定

道管Ｓ側で自動設定

出力表示形式

　建設年度

属性

　高さ

情
報

　管理番号

　設備種別

　推測度

　管種

　土被り

入力時の運用方法

設備

小分類
文

雨水管

　設備番号

　道路管理者番号

　外径

　延長

○

8号実線

Ⓡ Ⓡ
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● １． ｛H31.3.29改訂（追加）｝
●

２．

３．

（自）

（自）

●
●

●
○
● ｛H31.3.29改訂（追加）｝
●
○
○
○
○
○
○
○

資料により流雪溝の暗渠部を線入力する。

道路台帳図に流雪溝の入力はない。

その他ライン

　延長
　推測度
　建設年度

出力表示形式

　設備種類

コント
ロール

　名称
　管理番号

　道路管理者番号

　データ管理者番号
　設備種別

　外径
　管種

小分類 データ項目

情
報

図
形

流雪溝
桝

　設備番号

　土被り

データ形式

注記
名称
寸法

数

　種別

属性

　高さ

設備

（コード表のとおり）

文 面 線 点

コード表のとおり
＝調整中

データ取扱い

中分類 流雪溝

管理番号あれば入力

投雪口でラインを切る必要はない。

入力時の運用方法

道管Ｓ側で自動設定

形

ラインは管の中心部を入力する。

オーバレイ　No.３１

メッシュ内連番を設定

コード20

管のセンターを１本線で表示

藻岩下流雪溝
800×800×1.50

幅 高さ 土被り

投雪口

8号破線

藻岩下流雪溝

注記の寸法は、管路（ボックス）の幅×高さ×土被りとする。
（幅、高さ、土被りの属性項目は未入力扱い。）

2mm1.5mm
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●
●

１．
｛H31.3.29改訂（追加）｝

（自）

　設備種別 （自） ２． ロードヒーティング面にはその種別シンボルを１ヶ所入力する。
　データ管理者番号 ●
　設備番号 ● ３． 最大10cm単位で区分し入力する。

・ 設備種類
● ロードヒーティング（車道） １０
● 鉄道などのピア ２０
○ 一般歩道ロードヒーティング ３０
● ｛H18.12.26改訂（追加）｝
○ ・ 種別区分
○ ガス RHG 1
○ 電力 RHE 2
○ 地下鉄排熱 RHS 3
○ 温水 RHW（温水・地下水含む） 4
○ ｛H18.12.26改訂（追加）｝
○ 種別区分は資料を基に入力する。 ｛H31.3.29改訂（追加）｝
○
○ 区域の長いものは、最大10cm単位で区分をし種別表示する。
○ 幅が図上1ｃｍ以上の施設は中央に、１ｃｍ未満は車道側に引き出し各々施設と平行に引き出す。
○
○
○
○

コード
ガ　ス RHG 1
電　力 RHＥ 2
地下鉄排熱 RHＳ 3
温　水 RHＷ 4

コード表のとおり

管理番号体系のとおり

文 面

出力表示形式

　変更届け（日）

　許可月
　許可年

　占用期間（月）

　道路管理者番号

　推測度
情
報

　補助金有無

　許可日
属性

　舗装種別

コント
ロール

　占用期間（日）
　変更届け（年）
　変更届け（月）

コード表のとおり

　面積

　許可番号

　設備種類
　種別

　建設年度

　管理番号

設備
ロードヒーティング

線 点
データ項目

種別

小分類

図
形

道路台帳図にあるロードヒーティング（車道）を面入力する。

『　車道部　』

ロードヒーティング（車道）

コード表のとおり
メッシュ内連番を設定

道管Ｓ側で自動設定

形

オーバレイ　No.３２ 中分類

データ形式
データ取扱い

数

その他ポリゴン

（コード表のとおり）
＝調整中

入力時の運用方法

（但し、ロードヒーティングは道路管理センターでの入力となる）

　占用期間（年）

RHG

車 道

6号破線

RHG

RHG

１㎝以上

１㎝未満
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●
●

・

（自）

　設備種別 （自） ＝調整中
　データ管理者番号 ●
　設備番号 ● ・ 種別区分

1
2

● 3
● 4
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

RHW（温水・地下水含む）

　舗装種別

出力表示形式

　占用期間（年）

　変更届け（日）

小分類 データ項目
データ形式

図
形

設備

情
報

　種別
　設備種類

データ取扱い
形線面

一般歩道ロードヒーティング

RHS

コント
ロール

種別

属性

コード表のとおり
地下鉄排熱

　許可番号

コード表のとおり

　許可月
　許可日

　許可年

　占用期間（月）

メッシュ内連番を設定

コード表のとおり

　補助金有無

　変更届け（年）
　占用期間（日）

　変更届け（月）

文

ロードヒーティング

　管理番号
　面積

　推測度
　建設年度

数

　道路管理者番号 （コード表のとおり）

中分類オーバレイ　No.３２

入力時の運用方法
点

道管Ｓ側で自動設定

設備種類

『　鉄道などのピア　』　　｛H18.12.26改訂（追加）｝

鉄道などのピア
ロードヒーティング（車道）

RHE電力

その他ポリゴン

３０

ロードヒーティング（鉄道などのピア）

１０
２０

ガス RHG

温水
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●
●

１． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

（自） ※
　設備種別 （自）

　データ管理者番号 ●
　設備番号 ●

・
●
●
●
○
○
○ ・
● 1
● 2
● 3
● 4
●
●
● ・
○
○
○
●
●

・

コード ・
1
2
3
4

９

７
８

情
報

コント
ロール

確定 ０

温　水

ガ　ス

コード表のとおり　設備種類
　種別

　推測度

　舗装種別

　占用期間（日）
　変更届け（年）

コード表のとおり

　占用期間（年）

　管理番号

有
無

１
２

許可番号はシステム上必須入力とする。

歩道ＯＶ・車道ＯＶの舗装種別コードと同じコードを設定するものとする。

温水

RHＥ
地下鉄排熱

RHW（温水・地下水含む）

RHＳ

RHG
電　力

RHＷ

オーバレイ　No.３２

文
データ取扱い

中分類

道管Ｓ側で自動設定
（コード表のとおり）　道路管理者番号

　変更届け（月）

出力表示形式

＝調整中

図
形

小分類 データ項目
データ形式

数 線 形

　占用期間（月）

　補助金有無

　面積

　変更届け（日）

設備
ロードヒーティング

属性

　許可番号
　許可年
　許可月

　建設年度

　許可日

種別

ロードヒーティング（車道）

その他ポリゴン

メッシュ内連番を設定

点面

RHS

１０

３０

電力 RHE

２０

種別区分

一般歩道ロードヒーティング

設備種類

資料を基にロードヒーティング（歩道）を面入力する。

入力時の運用方法

ガス

頃

推測度

以前

コード表のとおり

『　一般歩道部　』　　｛H18.12.26改訂（追加）｝

ロードヒーティング（一般歩道）

鉄道などのピア

RHG

地下鉄排熱

以後

舗装種別

補助金有無歩 道

RHG

6号破線
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１） ２）

ロードヒーティング（一般歩道）オーバレイ　No.３２

レジューサー形状は最大幅で表現する

断続的に続く植樹帯は都度迂回して表現する

①下図段階の現況から敷設箇所の拡幅が有った場合 ①植樹帯の取り扱い

植樹帯・マンホール等の影響で変則敷設物件の対応について　｛H18.12.26改訂（追加）｝

事例 入力方法

その他ポリゴン 中分類

入力時の運用方法

新現況幅員にあわせ範囲を拡大し入力する。 多角形植樹帯は四角として入力する

新現況幅員にあわせ範囲を縮小し入力する。
②下図段階の現況から幅員減少が有った場合

事例 入力方法

道路更新に伴い現況が変更になった場合の対応について　｛H18.12.26改訂（追加）｝

新現況歩道幅員にあわせ範囲を調整し入力する。
③下図段階の現況にはない歩道が設置された場合

入力時の運用方法

②マンホール・ハンドホールの取り扱い
マンホール・ハンドホール等による中抜け形状の敷設については無視
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● １．

２．

（自）

　設備種別 （自） ＝調整中
　データ管理者番号 ●
　設備番号 ●

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

情
報

　管路部番号

　道路管理者番号 （コード表のとおり）

　列
　段

　高さ
　深さ

出力表示形式

　幅

属性

　(終点）特殊番号

　共同溝名称

　建設月

点 形

コード表のとおり

　　（竣工図面番号）
　(始点）特殊番号

　上下区分

　建設年

コント
ロール

　管路条数
　延長

線

　管路口径

　情報管路種別

　図面番号

文 面

図
形

設備
情報管路管路部

種別

小分類 データ項目
データ形式

データ取扱い
数

メッシュ内連番を設定

道管Ｓ側で自動設定

オーバレイ　No.３３ 情報管路管路部

入力原稿図（プロッタ出力図）に表示してある情報管路管路部を線で入力する。｛H18.12.26改訂（追加）｝

通信ルート（ＣＣＢ－Ｔ）
電送ルート（ＣＣＢ－Ｅ）

中分類

情報管路種別｛H18.12.26改訂（追加）｝

コード 種別 出力図表示

入力時の運用方法

自治体管路（ＧＣＢ）
情報ＢＯＸ（IＣＢ）

１ 電線共同溝（ＣＣＢ）
２
３
４
５

青
赤
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● １．

２．

（自）

　設備種別 （自） ＝調整中
　データ管理者番号 ●
　設備番号 ●

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

（コード表のとおり）

コード表のとおり

　幅
　高さ
　深さ

　情報管路種別
　共同溝名称

　特殊部番号

情
報

データ形式

出力表示形式

道管Ｓ側で自動設定

メッシュ内連番を設定

属性

　図面番号

小分類 データ項目

設備
情報管路特殊部

種別

文

コント
ロール

数

　特殊部形式

　道路管理者番号

　　（竣工図面番号）
　上下区分

データ取扱い
面 形線 点

図
形

　特殊部距離値
　延長

　建設年
　建設月

赤

種別 出力図表示
１ 電線共同溝（ＣＣＢ）

４
３ 情報ＢＯＸ（ＩＣＢ）

通信ルート（ＣＣＢ－Ｔ）

中分類

２ 自治体管路（ＧＣＢ）

入力原稿図（プロッタ出力図）に表示してある情報管路特殊部を面で入力する。｛H18.12.26改訂（追加）｝

情報管路種別｛H18.12.26改訂（追加）｝

オーバレイ　No.３４

コード

情報管路特殊部

入力時の運用方法

青
５ 電送ルート（ＣＣＢ－Ｅ）
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● ● ｛H18.12.26改訂（追加）｝

（自）

　設備種別 （自） ＝調整中
　データ管理者番号 ●
　設備番号 ●

○
○
○

小分類 データ項目

出力表示形式

道管Ｓ側で自動設定

コード表のとおり
メッシュ内連番を設定

　情報管路種別
　オフセット
　デプス

（コード表のとおり）

図
形

設備
情報管路オフセット・デプス

情
報

属性

コント
ロール

　道路管理者番号

データ形式
データ取扱い 入力時の運用方法

数 文 面 線 点 形

情報管路オフセット・デプスオーバレイ　No.３５ 中分類
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● １．
　 ｛H22.10.1改訂（追加）｝

２．

（自） ①　施工者区分
　設備種別 （自） ＝調整中 区分 　
　データ管理者番号 ● 道路管理者
　設備番号 ● ＮＴＴ

電力
ガス

○ 上水
○ 下水
○ 鉄道
○
○
○ ②　リサイクル材種別
○ 種別 　
○ ＣＡ(ｸﾘﾝｶｱｯｼｭ)
○ ＦＡ（ﾌﾗｲｱｯｼｭ）
○ ＡＭ（ｱｯｼｭ混合路盤材）
○
○ ＤＡＩ（(株)大伸製汚泥再生材）
○
○
○ ③　路線番号

路線区分の路線番号入力で使用する９桁のコード
（道路管理区分ＯＶ入力で定めた路線番号を入力）

④　上下区分
区分
上
下
横断

⑤　歩車道区分
区分
歩道
車道
自転車道
その他

出力表示形式

情
報

属性

道管Ｓ側で自動設定

コード表のとおり
メッシュ内連番を設定

　歩車道区分
　上下区分

　厚さ（ｍ）

　路線番号

　リサイクル材種別
　施工者区分

　幅（ｍ）
　延長（ｍ）

　施工月

　全体量（㎥）

　工事番号

　施工日

　施工年

　工事名称

図
形

設備
リサイクル材
種別

　管理番号

（コード表のとおり）

小分類 データ項目
データ形式

コント
ロール

　道路管理者番号

データ取扱い 入力時の運用方法
数 文 面 形線 点

オーバレイ　No.３９

各種コード｛H22.10.1改訂（追加）｝

コード

６０

中分類 リサイクル材

入力原稿図（プロッタ出力図）に表示してあるリサイクル材使用箇所を面で入力する。

９０ その他

１０

その他９０

ＳＩＡ(ｽﾗｯﾁｲﾝｼﾈﾚｰﾀｰｱｯｼｭ)

４０

２０
３０

２０

コード

３０
４０
５０

５０

８０

１０

９

コード
１
２
３

コード
１０
２０
３０
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平成18年12月15日初版
平成18年12月26日改訂
平成19年1１月12日改訂
平成31年3月29日改訂（デジタル道路台帳図データから更新）

河　 川

４

５

１０

１３

オーバーレイＮｏ. ページ

２０１．

２１１．

２０６．

２０７．

２０８．

２０９．

２０２．

２０３．

２０４．

家　 屋

門 　柱 １９

信号灯 １８

基準点 １７

私　 道 １６

２１０．

鉄　 道 １５

【　地　　形　】

行政界

地　 番

１

２

２０５．

家屋名

街　 区

目　　　　次



｛H31.3.29改訂（追加）｝

〔　地　　形　〕

道路台帳図のデータは道路区域内のデータが主であり、地形編に該当するものは

街区以外は殆んど入っていない。　また部分的でしか無い。

従って、街区以外のOVの既設データは周りの状況をみて、位置　形状の修正を行う。

また、不自然なものは削除する。

街区データは真幅道路・歩道線等をもとに作成する。



１．
｛H31.3.29改訂（追加）｝

（自） ２．
（自） ＊条丁目界は、平成13年度初期入力。
●

３． 属性情報なし。（MTはダミー扱い）（コード表）

出力表示形式

＝１
道管Ｓ側で自動設定

行政界種別コードを設定

＝１

行政界は道路台帳図どおり入力する。　（但し、道路台帳図では部分的にしか入力されていない）

行政界中分類オーバレイ　 No.２０１

札幌地区は、市境・区界・条丁目界のみ入力。

データ取扱い 入力時の運用方法小分類 データ項目

設備 行政界
図
形

情
報

点 形

データ形式

　設備番号（種別）

数 文 面 線

●

コント
ロール

　地形番号
　設備種別

（都道府県境）

（ 市境 ）

（ 区境 ）

（ 町境 ）

（特別区境）

１点破線

２点破線

破 線

１点破線

２点破線
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１．

（１）
（自）

（自） （２）
●

（３）

○
● （４）

（５）
（６）
（７）
（８）

２．

：
：
：
：
：鉄道河川名

主要道路名とは主要市道以上（コード１～6）とし幅員15m未満の道路名は道路外に平行に表示。

ような出力となる。

道路を跨いでいるヶ所は極力道路を

属性
種別は設定しない＝0

9mm

線面 点

左図のように１メッシュ全てが同一市、
及び区の場合は市区名は入力不要。
条丁目は極力横書きとする。

中分類

１メッシュが全面共通の行政区の場合入力の必要はない。
町、丁目、街区番号を入力し、番地は省略する。

極力横書き入力とする。

属性情報なし。（MTはダミー扱い）

（下記パターンのとおり）

　地形番号
コント
ロール

4mm
4mm
4mm

部に近いヶ所に配置する。

4mm

　設備番号（種別）

条丁目名
目標物名
主要道路名

市町村区名

（属性情報ではない）

＝１

情
報

　種　　別

＝０

入力資料のとおり以下の内容を文字入力。地番 ●

避けた空白地で、尚かつ区域の中央

札幌市、中央区は入力不要。

右側の例のみ縦書きにすると（　）の

左図のように条丁目が入力資料で

１メッシュ内に同じ町、条丁目が複数ある場合は代表を入力。

データ取扱い

条丁目名、町名、行政区名の他に河川名、鉄道名、公共的目標物名（公園、その他地名）
主要道路名を入力。

地番（地名）

道管Ｓ側で自動設定
行政区名は、１メッシュ内に２つ以上の行政区が存在した場合、各々代表として１つ入力するが、

オーバレイ　 No.２０２

入力時の運用方法小分類 データ項目
データ形式

出力表示形式

　地　　番 文字データレコードに格納

数 文

注記

＝２

形

　設備種別

図
形

公共的目標物名は３頁参照のこと。
各文字の大きさは出力表示形式のとおり。
行政区名、条・丁目、町名は道路外に表示する。

南１２条西１２丁目

南１０条西１２丁目

南１０条西１２丁目 南１０条西１２丁目

南１０条西１２丁目

南１０条西１２丁目

条丁界

南９条西１３丁目 南９条西１２丁目

南１０条西１３丁目

南１１条西１３丁目

南１０条西１２丁目

南１１条西１２丁目

（
南
９
条
西
１
１
丁
目
）

南

９

条

西

11

丁

目

（
南
１
０
条
西
１
１
丁
目
）

南

11

条

西

11

丁

目

（
南
１
１
条
西
１
１
丁
目
）

札幌市中央区

南

10

条

西

１１

丁

目
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３． ４．

５．

６．

７．

　領事館

仏閣 　神社・寺（図上縦横５ｃｍ以上）

交通機関

外国公館

　ＪＲ駅・地下鉄地上駅・市営バス営業所

医療・衛生

税務・法務 　税務署・裁判所・法務局

公立のみ

文化施設

　陸運局・気象台・労働基準局（監督署）・職業安定所

農林・水産

消防

警察

　郵政公社・郵便局

　食料事務所・営林局・農業試験所

運輸・労働

ｽﾎﾟｰﾂ施設等

　美術館・資料館・図書館・各文化会館・記念館

郵便

　消防局・消防署・出張所

　国公立病院・保健所・急病センター

地番（地名）

市役所

区分

　市役所・区役所・区民センター・区連絡所・水道局・下水道局（センター）

　大学・短期大学・高等学校

「目標物」については、当システムの中で「目標物名」による検索を行う時に必要な項目であり、

「目標物」は、一般的に知られている物件名等で、主に公立の施設とする。

道庁等 　道庁・支庁・教育庁・開発局（建設部）

主な目標物名

中分類

　体育館（センター）・運動場・競技場・球場・公園

　市民会館・福祉センター・青少年会館（センター）

　植物園・動物園・放送会館（ホール）

　道警本部・警察署・出張所

入力時の運用方法

備考

入力時の運用方法

（2）の様に条丁目がない場合は、どれか１つを入力する。

オーバレイ　 No.２０２

（1）の様に１図面内に条丁目が別にある場合は、”北郷”のみの入力は不要。

「目標物」の定義について
及び高速自動車道名は、特例として入力する。

地番レイヤに入力する。

インターチェンジ付近の入力については、高速道路用地内は入力しない。ただしインターチェンジ名

　中学校・小学校・幼稚園・保育所
学校等

公立のみ

霊園及び墓地は、公園と同じ考えで目標物として入力する。

地下鉄地上駅名は、目標物とする。

（１） （２）

北郷１条１丁目

北郷

北郷

北郷

不要
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１．

（自） ２．
（自）
●

３．

４．

５．

６．

家屋に付属する階段は家屋に含む。

無壁舎建物は入力しない。（ガソリンスタンド・市役所等の入口部を含む）

ただし、法・ブロック積・コンクリート等の法敷による落差の為に設置された階段は入力しない。

高層建物で低層部高層部に区分されている建物は、原稿図どおり棟割同様入力する。

情
報

コント
ロール

　地形番号 ＝１
　設備種別 ＝３
　設備番号（種別）

道路区域から５ｍまでは物置・車庫を含む全ての建物を入力する。
ただし、私道は該当しない。

道管Ｓ側で自動設定
道路区域から５ｍ以降の物置・車庫は入力しない。
ただし、一般家屋相当の大きさのものは入力する。

＝０

図
形

設備 家屋 ●

文 線 点

出力表示形式

面

オーバレイ　 No.２０３ 中分類 家屋

小分類 データ項目
データ形式

データ取扱い
数 形

入力時の運用方法

建設中の家屋は、破線部分を家屋として入力し家屋名は不要。

無壁舎建物

４号実線

建設中

スタンドスタンド

アパート アパート

アパートアパート
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１．

２．
（自）
（自）
●

○
●

３．

４．

５．

６．

７．

８．

９．

１０．

＊②において、階数表示のあるものは、原則として１階を優先する。

２メッシュ双方に表示されているものは、各々家名を属性に入れる。

地番レイヤで入力したものは、入力しない。

（２レコードに分けても差し支えない）

文字データレコードに格納
属性

情
報

コント
ロール

　地形番号 ＝１
　設備種別 ＝４

オーバレイ　 No.２０４ 中分類 家屋名

入力時の運用方法データ取扱い

家名（名称）の記入位置は、原則として「入力資料の記入位置」とする。

形

　種別
　家屋名

点線
データ項目

数

データ形式

出力表示形式

図
形

注記 家屋名

小分類
文 面

　設備番号（種別）

●

④その他（倉庫・車庫・物置・他）

家屋名が長い場合は、家屋よりはみ出してもよいが、道路にはみ出してはならない。

③個人名

一つの家屋に複数の家屋名が記入されている場合の優先順位は次のとおりとする。

道管Ｓ側で自動設定

第2水準にない文字は、ひらがな入力とする。

①ビル名・マンション名・アパート名

１軒の家屋に２世帯居住し資料に表示されているものは入力する。

㈱は入力しない。アパート・スポーツ等の「ー」は、横棒のＪＩＳコードとする。

文字の向きは、図郭と平行とする。

原稿図上の☊記号は同姓の表示を表すもので省略せず同姓を入力する。

＝０ ②会社名・店舗名

10-11-15
メッシュ境
10-11-20

平岸小学校

平岸小学校

中央区曙会館

文字サイズ 3mm

山
田

山
本

山
下

業工藤佐

山本
山本

山本
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１１．

１２．

１３．

１４．

１５．

入力時の運用方法

大規模な団地は、総称を地域の中央に入力し建物は棟番号とする。

入力資料が古い為に日本国有鉄道・日本電信電話公社・日本専売公社と表示されているものは、
JR・NTT・日本たばことして入力する。

自動車練習コース、ゴルフセンターなど家形のない場合の家屋名は、入力しないが、それに付随

ＪＲ苗穂工場の様に敷地内に多くの家屋があり、それぞれ家名が入り、それ以外の箇所にＪＲ苗穂工場
の名称がある場合は、団地と同じ扱いとし工場名をその敷地内に入力する。

する事務所、管理棟にその家屋名を入力する。

入力時の運用方法

同名のマンションが並ぶ場合は、各々入力せず棟番号で良い。

家屋名オーバレイ　 No.２０４ 中分類

北郷ゴルフセンター

事務所 北郷ゴルフセンター
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１） 全部入力する

２） 会社名、店舗名が２つある場合 ２つとも入力する。

３） ④家屋が角地でなく家名が縦書きの場合 　どちらかの端で道路角に近い方を入力する。
①家屋が角地にある場合 交差点に近いものを一つ入力する。

⑤家屋が一丁画（角かど）にある場合 両角の家名を入力する。

事例 入力方法

入力時の運用方法

会社名、店舗名が３つ以上で

道路に近い名称を入力する。②家屋が角地でないが道路に面している場合ビル名、アパート名が複数の場合　

③家屋が角地でなく家名が横書きの場合 　上（北）に記入されているものを入力する。

オーバレイ　 No.２０４ 中分類

入力時の運用方法

事例 入力方法

家屋名

東
海
商
店

宮
田
自
動
車

特
販
部

東
海
商
店

宮
田
自
動
車

特
販
部

矢
野
質
店

池
田
酒
店

田
中
電
気

喫
茶
A
B

カ
ネ
サ

森
理
容

大
西
茶
店

さ
ち
子

豚
か
つ
亭

矢
野
質
店

豚
か
つ
亭

銀星クリーニング

ふ く 鳥

河 合

ふじ美容室

ベイゼル陶芸

与 作

銀星クリーニング

後
藤
家
具

㈲
田

原

札
幌
工
具

㈱
細

田

ソ
バ
一
八

横
田
商
店

後
藤
家
具

－

（
又
は
）

－
横
田
商
店

ソシアルビル

竹島ビル

南興ビル

菊島ビル
ソシアルビル

竹島ビル

南興ビル

菊島ビル

どんぐり

パピヨン

七福亭

豊寿司

末 広

七 重

どんぐり

た
け
し

ア
ロ
ハ

万

龍

よ
し
こ

㈱ ワタナベ

㈱ 北海道ガラス

㈱ 函館オート

㈱ タムラ製作所

ワタナベ

た
け
し
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４） 会社名、店舗名で階数表示がある場合 １階の家名（名称）を入力する。

５） 会社名、店舗名、個人名の場合 会社名、店舗名を入力する。

６） 個人名が２つの場合 ２つとも入力する。

７）
①家屋が角地の場合 　交差点に近いものを１つ入力する。

入力方法

入力する。
上（北）に記入されているものを

事例 事例

入力時の運用方法

ただし、下の階が倉庫、車庫等の場合は最も低い階の名称とする。

個人名が３つ以上で、

入力方法

入力時の運用方法

入力する。

道路に最も近いものを入力する。

③家屋が角地でなく家名が横書きの場合

④家屋が角地でなく家名が縦書きの場合 どちらか端の道路角地に近いものを

②家屋が角地でなく道路に面している場合

オーバレイ　 No.２０４ 中分類 家屋名

長谷川

島本

長谷川医院 長谷川医院

中野

松井

中野

松井

吉
田

熊
谷

須
田

奥
寺白

井
白
井

大塚

柴田

花田

鴨飼

大塚

春山

辻本

細川

浦島

伊藤

中田

春山

高
島

越
善

伊
瀬

高
島

（
又
は
）

伊
瀬

西沢

市川

渡辺

橋本

米屋 米屋

２F 麻雀 葵

１F 喫茶 角

２F 太陽電気

部品販売

１F 倉庫

太陽電気

喫茶 角
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８） ９）

１０）

１１）

団地の場合の記入例

マンションの入力例

入力方法

オーバレイ　 No.２０４ 家屋名中分類

入力時の運用方法

事例 入力方法

入力時の運用方法

公共的建物の省略例

事例

名称等の省略例（ただし、公共的建物を除く）
・会社名の他に、支店・部署名があるもの。
・名称が長く省略しても判断可能なもの。

Ｗ１ Ｗ２

Ｗ３ Ｗ４

Ｗ５ Ｗ６

Ｅ５ Ｅ６

Ｅ７ Ｅ８

Ｅ９ Ｅ１０

Ｎ１１ Ｎ１２

Ｎ１３ Ｎ１４

Ｎ１５ Ｎ１６

もみじ台団地

Ｂ Ｃ
Ａ

ひ
ば
り
マ
ン
シ
ョ
ン

コーポ高橋

Ｔ１ Ｔ２

ライオンズ

マンション中央

Ａ棟
Ｂ棟

札
幌
駅
前

警
察
官
派
出
所

日本電信電話㈱

ＮＴＴ

札幌大通営業所

ＮＴＴ 札幌大通営業所

北海道旅客鉄道㈱

本社西ビル

北海道旅客鉄道

本社西ビル

札
幌
駅
前

派
出
所

宮田自動車

部品販売所

丹野組

質材センター

丹野組

日産自動車株式会社

札幌支店部品部事務所

㈱佐藤

機械商会

佐藤機械

真鍋木工製作所

北王鉄鋼建設工業所

岡山建築設計事務所

真鍋木工

北王鉄鋼建設

岡山建築設計

トヨタ自動車㈱

優良部品部

札幌営業所

北
三
条
支
院

東
本
願
寺

トヨタ自動車

東
本
願
寺

宮田自動車

日産自動車
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１．
（付属物（施設帯）分類 コード2223　　　幅員が0.75ｍ未満のもの） ｛H31.3.29改訂（追加）｝

（自） ２．
（自） また、ＪＲ駅舎や地下鉄地上駅も街区で入力する。
●

３．

○
●
●

４． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

５． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

６．

７．

８．

（１） （２）

橋梁部分は、地覆内側部分入力する。

街区と家屋が重なっている場合は、各々のレイヤで入力する。

階段は、外側の線を街区として入力する。

アンダーパス・橋梁の下方路線は表現せず下方部を閉じて入力する。

現況（地下鉄交差）現況　　→　　下方路線の入力

踏切部分は、踏切側面を入力する。

属性
　種別 種別は設定しない＝０
　現況有効幅員線 確定＝０ 有効＝１０

情
報

コント
ロール

　地形番号 =１
道管Ｓ側で自動設定

路面電車の停車帯、ホーム等も街区で入力する。

石積・Ｋヒ・法等が道路線と重なる場合は、道路側を入力する。

　階段 階段＝１０ その他＝０

入力時の運用方法

オーバレイ　 No.２０５ 中分類 街区

　設備番号（種別）
　設備種別

道路台帳図の真幅道路・歩道線・付属物（施設帯）を街区として線入力する。

数 文

●

メッシュ内連番を設定

点
データ取扱いデータ項目

データ形式

形

　街区

出力表示形式

小分類

図
形

設備

=５

面 線

入力位置

道路台帳図どおり

1 2 3 4

5

１～５のポイントは、街区

のレイヤ及び家屋のレイ
ヤ双方で入力する。
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９． １８．

１０．

１１．
｛H18.12.26改訂（追加）｝

１２．

１３．

１４．

｛H18.12.26改訂（追加）｝

１５．

１６．

１７． ｛H31.3.29改訂（追加）｝
｛Ｈ19.11.12（項番変更19～17へ）｝

街区において階段が生じた場合の入力方法

横断歩道橋に属性データがない場合は、街区で形態を入力する。
道路台帳図の真幅道路線は、蓋無し側溝があっても直線で入力されていることがある。

その他の行き止まり路線は閉じる。 蓋無し側溝がある場合は、側溝線の道路中心側に沿って入力する。

中分類 街区

入力時の運用方法

オーバレイ　 No.２０５

入力時の運用方法

自転車道も街区として入力する。（１２頁１１の事例参照）

鉄道高架は、高架外側を入力する。

ＪＲホーム上の無壁舎は、入力しない。

未供用路線も現況の終点で閉じる。

歩道・分離帯も街区として入力する。

歩道が縁石・ガードレールで区分されている箇所も街区として入力する。｛H18.12.26改訂（追加）｝

現況 → 入力

→ 現況がなく未供用

無壁舎

１ ２

３
４ ５ ６

１１ １２

１３ １４ １５ １６

４．５．１４．１５でデータを切る必要はない。

Ｕ＝３００

桝

車道 車道
街区

道路台帳図 → 入力

桝

車道 車道
街区

Ｕ＝３００

桝

街区

Ｕ＝３００

車道 車道

蓋無し側溝

街区線

道路台帳図 → 入力

道路台帳図 → 入力
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１）

２） ｛H31.3.29改訂（追加）｝

３）

隅切部分が道路区域と一致していない場合

１の事例（現況と道路区域が一致していない場合）｛H18.12.26改訂（追加）｝ １１の事例

中分類 街区オーバレイ　 No.２０５

入力時の運用方法 入力時の運用方法

道路区域のみが確定した場合（現況未供用）

取付部分が道路区域から出る場合

道路区域 街区

現況 入力

私道として入力する（街区は不要）

閉じる

現況

道路編での面処理

１つの面として扱う

入力道路区域
道路区域

車道

私道

車道

現況 入力

街区

8
.0
0

5
.0
0

植生界、庭園路等

その他道路

その他道路

現況 入力

2
0
.0
0

その他道路
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１．

（自） ｛H31.3.29改訂（追加）｝
（自） ２．
●

３． 属性情報はない。（MT交換はダミー扱い）

４． 護岸のあるものは、護岸の上部を入力する。
（法敷は含めない）

｛H18.12.26改訂（追加）｝

出力表示形式

情
報

河川

入力時の運用方法
数

　設備種別
　設備番号 ＝０

小分類

コント
ロール

オーバレイ　 No.２０６

図
形

設備 　河川

データ項目
データ形式

データ取扱い
形文 面 線 点

道路台帳図に入力されている河川（分類コード5101）を入力する。

＝１
道管Ｓ側で自動設定

＝６
　地形番号

中分類

●

河川は２条入力（片岸１条で入力）を基本として表現する。

河川は、道路管理区域より５m等の区分に関係なく入力対象とする。
（河川として入力されている図形は少ない）

橋梁

４号実線

行政界

道路台帳図 入力

河
川

道路台帳図

入力
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５． ７．

８．

９．

６． １０．

｛H31.3.29改訂（追加）｝

道路台帳図には大きな河川しか入力されていない。
小河川は殆んど入っていないので既設のものは周りの図形を見て残せるものは位置・形状等の
整合を図り残し、不自然なものは削除する。

小河川、小水路で図上２㎜未満のものは、省略する。｛H18.12.26改訂（追加）｝
又図上２㎜以上のものは、河川として入力する。

素掘側溝でS＝1000(図上２㎜）以上のものは、河川で入力する。｛H18.12.26改訂（追加）｝

オーバレイ　 No.２０６ 中分類 河川

河川が途中からもぐる場合は、河川を閉じて入力する。

河川の中州は入力しない。護岸のないものは、水際線を入力する。

入力時の運用方法入力時の運用方法

道路台帳図

入力

道路台帳図

入力

注：橋で切れる場合は閉じない。

中州
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１． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

２．
（自）
（自） ３． ｛H31.3.29改訂（追加）｝
●

４．

５．

鉄道中分類

入力時の運用方法

オーバレイ　 No.２０７

出力表示形式

設備 　鉄道

小分類
形

情
報

＝１

データ項目

コント
ロール

　設備種別
　設備番号

点

　地形番号

数

道管Ｓ側で自動設定
＝７

＝０

データ取扱い

図
形

●

文 面 線

道路台帳図のＪＲ軌道及び路面電車軌道を入力する。

属性情報なし。（ＭＴはダミー扱い）

データ形式

軌道は、中心線の１本（１条）線を入力する。

札幌市の地下鉄の地上部は入力しない。

札幌市の高架に伴う駅舎は街区で入力する。

軌道は中心線の１本

・駅舎、ホームは街区で入力。

・駅ビルは家屋で入力。
・名称は地番レイヤで入力。
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１． ｛H31.3.29改訂（追加）｝

２．
（自）
（自）
● ３．

４．

５．

６．

｛H31.3.29改訂（追加）｝

｛H31.3.29改訂（追加）｝

入力時の運用方法

オーバレイ　 No.２０８

設備

＝１
＝８

出力表示形式

　設備番号

　地形番号
　設備種別

データ形式

私道

コント
ロール

情
報

図
形

線 点 形
データ取扱い小分類

●

数 文 面

尚、庭園路等は入力しない。

データ項目

中分類 私道

道管Ｓ側で自動設定

私道の判断は、道路管理区分が対応されていない道路とする。

属性情報はない。（ＭＴはダミー扱い）

私道の橋梁・階段は区分せず私道のラインで入力する。

河川にかかる私設備の橋梁で、つながる私道がない場合は入力しない。

道路台帳図に私道の入力は無い。

・既設で不自然な私道は削除する。

私道で歩道も設置されているものは、歩道もライン入力する。

・道路管理区分の図形修正に伴い、私道線を伸ばしたり縮めたり編集する。

・法敷面の上端・下端及び植生界等で私道と判断できる所は入力する。
〈新規入力の私道について〉

〈既設の私道について〉

私道

実線の細線

現況

入力１ 2

3 4

現況 入力私道がない場合

河
川

河
川
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（自）
（自）
○

図
形

設備

小分類 データ項目
データ形式

形面 線

出力表示形式

情
報

コント
ロール

　設備番号

オーバレイ　 No.２０９ 中分類 基準点

データ取扱い 入力時の運用方法
数 文

　地形番号

○基準点

　設備種別
札幌地区は入力対象外

＝２３

点

＝１

３号線

２ｍｍ
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○
○
○

○

小分類 データ項目

信号灯

信号灯

設備
図
形

情
報

オーバレイ　 No.２１０ 中分類

数 文 面 線 点 形

コント
ロール

　地形番号 ＝１
＝２４

　設備番号

出力表示形式

札幌地区は入力対象外
　設備種別

データ形式
データ取扱い 入力時の運用方法

３号線
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○
○
○

入力時の運用方法

○

形

札幌地区は入力対象外

門柱

出力表示形式

情
報

コント
ロール

＝１

オーバレイ　 No.２１１ 中分類

小分類 データ項目
データ形式

データ取扱い
数 文 面 線 点

　設備番号

図
形

設備 門柱

　地形番号
　設備種別 ＝２５

３号線
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